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1. 機 関 番 号 ３ ２ ６ ９ ２       2. 研究機関名    東京工科大学        

                        

3. 研 究 種 目 名    基盤研究（C）     4. 研究期間      平 成  １９年 度  ～  平 成  ２２年 度 

 

5. 課 題 番 号 1 9 5 0 0 2 2 0
 

6. 研 究 課 題 名  ゲームにおける「心の社会」の計算機モデル                         

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ E.R.W.グリムベルゲン6 0 3 3 6 1 0 4 E.R.W.  Grimbergen  コンピュータサイエンス学部  教授 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 
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ﾌﾘｶﾞﾅ 
            

ﾌﾘｶﾞﾅ 
            

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究は、Marvin Minsky氏の著書「心の社会」をモデル化し、計算機システムの構築を目的とす
る．Minsky氏の理論は応用領域のモデル化が複雑のため、部分的なシステムしか存在していない事
は現在の研究の問題点となっている．「心の社会」を全体的にモデル化するために、本研究はゲー
ム（特に将棋）を応用領域として利用し、モデル化を単純化し、初めて「心の社会」を全体的に実
装する計算機システムの構築を目指す．  
「心の社会」の主な部分は「エージェント」、「エージェンシ」、エージェントとエージェン

シの「交信」、「学習」である．ゲームにおける「心の社会」を実現するためにこの４つの部分
を将棋の中にモデル化し、計算機システムを構築する． 

平成22年度は「心の社会」の計算機システムの「エージェント」、「エージェンシ」、「交信」
の構築が進みましたが、「学習」の実装までは至らなかった． 
 
 
 
 
 
                                        

 

 

 

10. キーワード 

  (1) 認知の計算機モデル       (2) 心の理論                    (3)  認知科学           

  (4) 人工知能                   (5) 計算機システム            (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 
 
 



 

 

 
11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（１）件  うち査読付論文 計（１）件 

著 者 名 論  文  標  題 
E.R.W.Grimbergen On the Relation between Perception and Recognition in Shogi 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

ICGA Journal 有 Vol.32－1 ２ ０ ０ ９ 12-22 

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
 〔学会発表〕計（１）件  うち招待講演 計（０）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
E.R.W.Grimbergen Analysis of the Behavior of People Solving Sudoku Puzzles 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第14回ゲーム・プログラミング ワークショップ2009 2009年11月14日  神奈川 

 
 〔図 書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 


